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ニ カ メ イガ越 冬幼 虫 の炭 水 化 物 含 量 と
酸素吸収量 について




育に及はす温度の形学割こついてはこれまで多くの研究者 によって研究 されてきた (春川
1931,深谷 1946,1949,1950,岸野 1969).一･万休眠生理はホルモソ系を中心に進展 して
いるが,物質代謝に闇しては未解決の点が多い.
昆虫の休眠中にみられる生坤的な変化の特徴の1つとして 呼吸代謝が低下 し (Schnei-





材 料 及 び 方 法
1. 供 試 虫






全火脚 土杵屋後そのまま5mlの80%エタノールで腔Tl-JItした. 各船級は前搬 (1972)に
従い採血した後, リソゲル液中で解剖し,脂肪体,消化管,残 り組 織 (筋肉,表皮等)
にわけた.秤産後消化管は 3ml,脈肪体,残 り組 織 は 5mlの80%エタノールで膳 砕
し,前榊こ従ってそれぞれ抽出,稀釈した.定見はアソトロン硫酸法にて比邑定見した.
3. グリセロールの抽出










ノール抽出液 lmlに下記のように作成 したメタ過ヨウ崩酸ナ ト.)ユウム液 1mlを加え,
よく撹拝して室温に 10分間放置後, 7七チルア七 トソ液 2mlを加え,37℃で 40分間加





ムを lN酢掛 こ桁か し,この溶液 12mlを
0.1N酢酸でさらに 100mlに稀釈した.


















2.観 葉 吸 収 貞
節3図,第4図は越冬幼虫を1晩25土
1℃の恒私室に放慣後,ワ-ルブルグ検














びに グリコーゲン愚を /T,した ものであ
る.全糖故はグルコース地で換算した.
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第8同 ニカメイカ越冬幼虫残り削純rFのJ･)i-求
化物f,FiTの変化
と残り組織では 50-80%が トレノ､p-ス:Gl_I:であった.倉敷産と蒜山原産で 各組織中の炭
水化物倉見の季節的な変化に道は､みられなかった.休眠幼虫と非休眠幼虫の各組織中の糖
租戒に差はみられず, トレ-I-スが大部分IL･占めていた (婿9｢.判1,2).
5. 血 糖 量
血 リソバ中の拙 文トレ-ロースが 11でグルコースやグリコーゲソほほとんど検出できな
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非 休 眠 幼 虫(25●C,16lv照 明 ) 休 眠 幼 虫
fhOH :PyndH1e 水 -6:4:3
解9l_4 2 へ-パークロ ノートグラフィ- (硝傾払拭超散布による発巴)
第9l.ii ニ_1)メイガ休Jl亡幼虫と;JHMt幼虫の各lvil扱 いの枇机成
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った (第12図).ソルビ トー /レほ険Ujで











残 り 紳 孤







































































かった (舶 i=[ま)那,低温休眠に入ると非常に大I7rのグリセp-ルがみられるように なっ























惟素吸収品は倉敷産,品 1｣原産とも休眠に入るにつれて減少 し,休眠か破れても軌 跡吸
収最の増加はみられなかった.また休眠幼虫では地紋的な恨讃吸収はみられなかった.
全虫体中の全析品は食倣産も蒜山原産も越冬中はほは一定であったが,クリコ ･ーゲソ鼓
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